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１．はじめに 

研究課題を探し、美人について調べていたところ、現代の白人女性の顔の黄金比を割り出

すというトロント大学のカン・リー氏の論文を見つけた。その論文は個人の顔をより魅力

的にみせる比を割り出すというものであった。そこで、割り出された黄金比を絵画の白人

女性にも適用出来ないかと考えて研究を始めた。 

 

２．研究・実験の過程 

①論文で紹介されている実験方法 

大学内の白人女性数十人の正面からの顔を撮影し、左右の瞳孔との幅、目から口の幅を

それぞれ 10％、20％…、－10％、－20％…と顔との割合を変え、組み合わせて一人につ

き何パターンもの顔を作成し、どのパターンがよいかアンケートを行った。それをもとに

数値を割り出し、現代の黄金比として発表した。 

顔の横幅に対して目-目：46% 

顔の縦幅に対して目-口：36% である。 

②今回の研究における実験方法*（文末脚注参照） 

 ①で紹介した実験方法と同様に正面を向いた白人女性の絵画を集め、左右の瞳孔との幅、

目から口の幅をそれぞれ 5％、10％…、－5％、－10％…と顔との割合を変え、組み合わ

せて一枚につき何パターンもの顔を作成し、どのパターンがよいかアンケートを行う。そ

れをもとに数値を割り出す。 

③実験にあたっての材料収集 

実際の人間の顔に近いものを使いたいので、正面を向いた肖像画を多用した。 

④1 回目の実験結果と考察 

 現段階（3 枚の絵画）での平均結果は、目-目：48.9%、目-口：34.3%と出た。参考にし

た論文と比較すると差はあるものの、実験に用いた絵画の枚数が少ないことを鑑みればあ

る程度期待値に近似している。しかし、1 回目の実験を踏まえた反省点として、髪が輪郭

を隠していることで計算に支障が出ることが挙げられ、事実目-目での最大値と最小値との

差は 11.1 ポイントであった。このことを考慮し、次回の実験ではやり方を見直して行う。 

     

※使用した画像例 左から３、４枚目は「ビルチェス夫人」髪が輪郭を隠している。 



⑤2 回目の実験結果と考察 

 １回目に用いた３枚の絵画を除く 2 枚の絵画でのアンケートを実施したところ、平均結

果は目-目：48.8%、目-口：37.7%と出た。今回用いた絵画は、輪郭が極力認識しやすいも

のを選んだ。また、１・２回目の実験で、計５種類の絵画を使用した。 

⑥数値結果 

（表１） 

（表２） 

（表１）１．最終的に最も美人だと判断された画像それぞれ 1枚ずつ、計 5枚の平均 

    ２．オリジナルのもの計 5枚の平均 

    ３．１．から「ビルチェス夫人」を除いたものの平均 

    ４．２．から「ビルチェス夫人」を除いたものの平均 

（表２）１．から「ビルチェス夫人」の他に各 1枚ずつ除いた計 4枚の平均 5通り 

 

表から、３．と４．の数値結果は論文で発表された数値（目-目：46%、目-口：36%）に特

に近似しているということが分かる。「髪が輪郭を隠していることで計算に支障が出る」と

いう予想は、確かである可能性が高いのではないかと考えられる。オリジナルの絵画も、

もともと論文による顔の黄金比と近いと判断できる。また、今回の実験から、絵画でもこ

の顔の黄金比は適用されることが判明したといえる。しかし、被験者や用いた絵画が少な

いため、数を増やして実験の回数を重ねることや、今回の実験だけでは断言できない先ほ

どの予想を、別の角度から検証してみることが今後の課題である。 
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